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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一方で、21世紀に我々がとかねばならない問題は
地球環境・エネルギー・資源の問題、即ち持続可能な発展が根本命題である。埋蔵エネルギー、資源が有限であり、地球の自己再生能力が有限であることが、1970年のローマクラブの指摘以来、各方面で検証されている。
強引に続けると、資源、食糧、貧困などを起因としたテロ、戦争の危険性が増大する。
その中で、気候問題、人工・食糧問題、生物多様性の問題、格差の問題、さらには安全保障の問題をどう解いてゆくか。
その他にも、健康・医療・生命の問題、
世界経済、食品、ネットワークで接続された巨大インフラの安全性の問題。。。
老若男女、障がいの有る無しにかかわらず、ものや情報に平等にアクセスできるようにすると言うアクセシビリティーの問題などが主要問題。
これらは互いに関連する多数のシステムからなる統合システムの問題解決であり、個々の問題を解くにに有効であったリダクショニズムだけでは解けない。
このような問題を解決するためには新しい「サイエンス」の形が必要。
そしてそのために「オープンシステムサイエンス」オープンシステムサイエンスを提案したい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オープンシステムサイエンスが解かねばならない問題領域の特徴は2つあると思います。まず始めに、
境界領域や。。。
定義や。。。
複雑に。。。。


地球環境、持続性社会、健康や生命の維持、生態系の保存、経済・社会の安定、安全性
複雑・巨大な人工システム（インフラ系)
これらはみんなこのような性質を持った問題である。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
すなわち、オープンシステムサイエンスの特徴は、「複雑な「生」の問題を解決する科学」であるともいえると思います。これからは、リダクションによる「真理探究の科学」から、「問題解決の科学」(広義の科学）へ

そして、Open System Scienceが対象とする問題は、真理探究のための(狭義の）科学・サイエンスだけでは解決できないと考えます。真理探究の科学に加え、設計や開発の技術であるテクノロジーと、さらには、運用・改良のためのこれまで「マネージメント」と呼ばれている分野を統合・融合した総力戦としての新しい科学の形が必要であり、これがOpen System Scienceである、と考えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
すなわち、オープンシステムサイエンスの特徴は、「複雑な「生」の問題を解決する科学」であるともいえると思います。これからは、リダクションによる「真理探究の科学」から、「問題解決の科学」(広義の科学）へ

そして、Open System Scienceが対象とする問題は、真理探究のための(狭義の）科学・サイエンスだけでは解決できないと考えます。真理探究の科学に加え、設計や開発の技術であるテクノロジーと、さらには、運用・改良のためのこれまで「マネージメント」と呼ばれている分野を統合・融合した総力戦としての新しい科学の形が必要であり、これがOpen System Scienceである、と考えます。
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